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膨れ防止下地調整材 

ナ ル ブ リ ッ ド Ｂ 

１．はじめに 

  コンクリート下地に密着防水を施工した場合、下地の含水量に十分注意を払って施工したにも

関わらず、夏場に防水層の膨れが発生し、補修する事態になることがよくあります。 

  ナルブリッドＢは、遮熱特性を有する下地調整材です。ナルブリッドＢを塗膜防水、シート防水の

下地に塗布するだけで、夏場の膨れ現象を防止し、同時に絶縁層を形成します。 

 

２．特長 

☆低比重、低熱伝導性を有する無機物により、ナルブリッドＢの塗膜温度は、 

外気温より５～１０℃低くなります。 

☆下地の蒸気による防水層の膨れを防止します。 

☆コンクリート、アスファルト等各種の下地との接着性に優れています。 

     ☆下地が湿潤状態で施工しても、接着力は低下しません。 

☆一液性なので混合手間がかからず、簡単に使用できます。 

       ☆一度に全部使い切らない場合でも保存ができ経済的です。 

 

３．使用方法 

①下地清掃 

下地の土、砂、ゴミ、ほこり、油類、レイタンス等は接着力を低下させるので完全に除去し、洗浄

してください。 

②プライマーの塗布 

  ナルファルトＷＰまたはナルファルトＡを水で１５倍に希釈し、希釈液をブラシ、ローラー、刷毛な

どで擦り付けるように塗布してください。  標準塗布量は、０．２～０．４kg/m2です。 

③ナルブリッドＢの塗布 

・ナルブリッドＢをディスパーで攪拌してください。   

・プライマーの水分が蒸発したら、ナルブリッドＢをコテまたはヘラで塗布してください。 

                           標準塗布量は、１．２～１．４ kg/m2です。 

④防水層の施工 

  ナルブリッドＢが乾燥硬化し上に乗れるようになったら、規定の手順に従って防水を施工してく

ださい。 

 

 



2/2 

成瀬化学株式会社 
ナルブリッド B 説明資料 220331 改.doc 

４．材料性状 

主成分 アスファルト、アクリル、骨材 

粘度 ペースト状 

外観 黒褐色水性エマルジョン 

荷姿 ２０㍑ポリペール缶入り（15kg） 

比重 ０．75 

塗布量目安 １2.5ｍ２（塗り厚１．6mm） 

 

５．性能試験 

☆接着試験   コンクリート下地、アスファルト防水下地に１mm 厚に塗布し、材冷７日で建研式

引張試験機を用いて計測しました。 

下地種類 接着力（Ｎ/mm２） 備考 

コンクリート ０．１ 層内破壊 

アスファルト ０．１ 層内破壊 

 

☆断熱性能比較 

材料 密度（g/cm3） 熱伝導率（kcal/mh℃） 

鉄 ７．８６ ３８．0 

モルタル ２．１１ １．２ 

ＡＬＣ板 ０．６３ ０．２２ 

ナルブリッドＢ ０．７２ ０．１５ 

ナルブリッドＢの塗膜自体が温度変化を緩和し、コンクリート下地の温度上昇を抑え、蒸気の膨張

を抑制することにより、防水層の膨れを防止します。 

 

☆遮熱性 裏面温度の比較 

６０℃の炉に６０分放置し、その時の裏面温度を計測しました。 

材料 表面温度（℃） 

ﾅﾙﾌｧﾙﾄ WP ６０．０ 

ﾅﾙﾌﾞﾘｯﾄﾞ B+ﾅﾙﾌｧﾙﾄ WP ５３．５ 

 

６．注意事項 

・降雨、降雪時の施工は避けてください。   ・下地が湿っていても施工はできますが、水溜りは拭き取って下さい。 

・凍結させると使用できなくなります。     ・５℃以上で施工、養生を行ってください。  


